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会場：国立民族学博物館　講堂　定員：450名　参加無料（要申込・先着順） 
主催：国立民族学博物館、財団法人千里文化財団 

平成21年4月26日（日）13:00～14:30［開場 12:30］ 
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ツルティム・テンジン（ポン教学僧）×夢枕 獏（作家） 
【司会・解説】長野 泰彦（国立民族学博物館 民族文化研究部教授） 
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「4月26日研究公演参加希望」と明記の上、●１郵便番号、●2 住所、●3氏名、●4 連絡先電話番
号を記載し、往復ハガキか電子メールにてお申し込みください。２名様以上でお申し込みの場合
は、それぞれの方の●１～●4を必ず明記してください。応募者多数の場合はご参加いただけない
場合もあります。 
※参加申込をいただいた方の個人情報は、参加証の発送に使用いたします。 

 
 
財団法人千里文化財団　事業部 
〒565-0826　大阪府吹田市千里万博公園1-1 
e-mail　bon@senri-f.or.jp 
http://www.senri-f.or.jp/ 
 
 
・ 会場には必ず参加証をご持参ください。参加証はお一人様一枚となっております。 
・ 参加証がない方は会場にははいれませんのでご注意ください。 

参加申込方法 

参加申込・お問い合せ先 

注意事項 

「みんぱく ウィークエンド・サロン　研究者と話そう」 
研究公演にひきつづき、企画展「チベット ポン教の神がみ」展示場にて開催。 

企画展実行委員長長野 泰彦（国立民族学博物館 民族文化研究部教授）がポン教について語ります。 

【日時】 平成21年4月26日（日） 13:00～14:30［開場 12:30］ 
【場所】 国立民族学博物館　講堂 

【対談】 ツルティム・テンジン（ポン教学僧）× 夢枕 獏（作家） 
 司会・解説：長野 泰彦（国立民族学博物館 民族文化研究部教授） 

みんぱくウェブサイト 

チベット宗教文化の基盤をなすポン教の本質について、夢枕獏が迫る。 

ツルティム・テンジン（ポン教学僧）× 夢枕獏（作家） 

ポン教の本質を探る 
企画展「チベット ポン教の神がみ」関連 

日時：平成21年4月26日［日］15:30～16:30 
会場：国立民族学博物館　企画展「チベット　ポン教の神がみ」 
話者：長野 泰彦（国立民族学博物館 民族文化研究部教授） 

みんぱく 
携帯サイト 

■交通案内 ： 
大阪・千里万博記念公園内 
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車徒歩約15分 
●阪急茨木市駅･ＪＲ茨木駅･北大阪急行千里中央駅からバスで「日本庭園前」下
車。徒歩約15分（茨木方面から、自然文化園･日本庭園中央経由のバスが、1時
間に1本程度あります。詳しくは阪急バスにお問い合わせください。） 
●自家用車の場合は、万博記念公園｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分 
●タクシーは、万博記念公園｢日本庭園前駐車場｣まで乗り入れできます。 
「日本庭園前駐車場」を利用されるかたは、「日本庭園前ゲート」横にある民博
専用通行口をお通りください。 

研究公演 

　ツルティム･テンジン師は1967年12月生まれのポン教学
僧で、現在ネパール、カトマンズ盆地の北西部にあるティテン・
ノルブツェ寺瞑想学堂（ドゥプタ）の堂長（ケンボ）を務めて
いる。19歳で出家し、論理学や中観を学んだ後、ゾクチェン
教学研究に転じ、1994年ティテン・ノルブツェ寺でゲシェ（博

士）位を取得。2003年オックスフォード大学で儀礼用具トルマに関する共同研究
に参画。 
　ティテン・ノルブツェ寺は、ポン教の高僧で､ロンドン大学でスネルグローヴ教授
と研究を行ってきたテンジン・ナムタク師が1987年に設立した新しい学問寺で、現
在約150名の若い僧侶達がポン教の教育階梯に則り、修行を続けている。 

　1951年神奈川県生まれ。東海大学文学部日本文学科卒、
77年にプロ作家活動を開始。「キマイラ」「サイコ・ダイバー」「闇
狩り師」「餓狼伝」「陰陽師」などのシリーズで読者の支持を
集める。 
　89年『上弦の月を喰べる獅子』第10回日本ＳＦ大賞受賞。
98年『神々の山嶺』で第11回柴田錬三郎賞受賞。「陰陽師」

など漫画化作品や映画化された作品が多数あり、近年の著作に『沙門空海　唐
の国にて鬼と宴す』や『シナン』、『東天の獅子』などがある。 
　趣味は「釣り」の他、カヌーや登山などアウトドア全般と写真撮影、陶芸、書。狂言、
歌舞伎、落語、講談など古典芸能鑑賞や格闘技観戦など。 

ツルティム･テンジン 夢枕　獏（ゆめまくら　ばく） 

○C 夢枕獏事務所 

企画展「チベット 」 
国立民族学博物館 

会期：4月23日［木］─ 7月21日［火］　会場：常設展示場内 
開館時間 ： 午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで） 
休 館 日 ： 毎週水曜日［ただし4月29日（水）・5月6日（水）は開館、4月30日（木）・5月7日（木）は休館］ 
※常設展観覧料でご覧いただけます。 
 

http://www.minpaku.ac.jp/

大学共同利用機関法人人間文化研究機構

関連ワークショップ＆コンサート

アフリカン・パーカッション
セネガル・サバールの響き

●出演／ユッスー・ニジャエ・ローズ・トリオ
2009年8月22日（土）
国立民族学博物館

（大阪府吹田市）

2009年8月23日（日）
関西テレビ放送
なんでもアリーナ

（大阪府大阪市）
〈主催〉

国立民族学博物館
〈協力〉

関西テレビ放送株式会社
ラジオ大阪 1314kHz JOUF

生まれかわったアフリカ展示
みんぱくフォーラム09夏

POWER OF CULTURE
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関西テレビ放送
なんでもアリーナ
スタジオストア 「カッテーネ」

国立民族学博物館
＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博公園内にあ
ります。
＊「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国
立民族学博物館の愛称です。
●大阪モノレール／「万博記念公園駅」下車徒歩
約15分（入場無料のイベントのみ参加される方は、
自然文化園を通過する際、入園料が必要となりま
す。ただし、常設展示に入場される方は、みんぱくの
観覧券をゲートにてお買い求めになれば無料で通
行できます。）
「公園東口駅」下車徒歩約15分（「公園東口駅」から
は自然文化園を通行せずに来館できます。）
●バス／〔近鉄バス〕（阪大本部前行き）阪急茨木
市駅から約20分、ＪＲ茨木駅から約10分「日本庭園
前」下車、徒歩約15分
〔阪急バス〕（万博記念公園駅経由千里中央行き）
阪急茨木市駅から約20分、ＪＲ茨木駅から約10分
「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分
●タクシー／万博記念公園「日本庭園前駐車場」

まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
●自動車／駐車施設が無いため「みんぱく」への車
の乗り入れはできません。万博記念公園の駐車場
（有料）をご利用願います。最寄り「日本庭園前駐車
場」から徒歩約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園
前ゲート」横にある国立民族学博物館専用通行
口をお通りください。

なんでもアリーナ
●地下鉄堺筋線「扇町」駅より地下連絡路で直結
●JR環状線「天満」駅より徒歩1分
●JR「大阪」阪急・阪神「梅田」駅より徒歩約15分

■日時／2009年8月22日（土）
13：00～14：00

■受付／11：00より開始。先着順で30名
まで御参加いただけます。

■場所／国立民族学博物館
エントランスホール（入場無料）

■講師／ユッスー・ニジャエ・ローズ

このたび、みんぱく（国立民族学博物館）のアフリカ展示が
あたらしく生まれかわりました。これを記念して、
この夏、皆さんをアフリカの音の世界にお誘いします。

●お問い合わせ先　国立民族学博物館 広報企画室企画連携係
〒565‐8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号　TEL 06-6878-8210（平日9時～17時）　http://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内

●グループ・リーダー
ユッスー・ニジャエ・ローズ
西アフリカ、セネガル共和国の首都ダ
カール出身。セネガルの太鼓サバール
やドゥンドゥン、ジャンベなどを奏する
パーカッショニスト＆ダンサー。1988年
以降、日本を活動の拠点とし、鼓童や坂
田明、白井貴子など日本のアーティスト
とも共演した。

●司会
川口　幸也
（国立民族学博物館文化資源研究センター准教授）

東京大学文学部、同大学院で美術史を学ぶ。専門はア
フリカの同時代美術と展示表象論。論文に「戦後の日
本におけるアフリカ美術の受容―その歴史的概観」
（『アフリカ･リミックス』森美術館、2006、pp.207‐218）
ほか。また展覧会に「インサイド・ストーリー―同時代の
アフリカ美術」展（1995）など。

ワークショップ

アフリカの太鼓を
たたいてみよう！

■日時／2009年8月22日（土）
14：30～15：30

■場所／国立民族学博物館
エントランスホール
（入場無料、申込不要）

■講師／ユッスー・ニジャエ・ローズ・トリオ

コンサート

アフリカン・パーカッション
セネガル・サバールの

響き

■日時／2009年8月23日（日）
14：45～15：45

■場所／関西テレビ放送
なんでもアリーナ
（入場無料、申込不要）

■講師／ユッスー・ニジャエ・ローズ・トリオ

コンサート

アフリカン・パーカッション
セネガル・サバールの

響き■日時／2009年8月23日（日）
13：30～14：30

■受付／12：00より開始。先着順で50名
まで御参加いただけます。

■場所／関西テレビ放送
なんでもアリーナ（入場無料）

■講師／ユッスー・ニジャエ・ローズ

ワークショップ

アフリカの太鼓を
たたいてみよう！

生まれかわったアフリカ展示
みんぱくフォーラム09夏

研究公演

大学共同利用機関法人人間文化研究機構

2009年9月27日（日）
13：30～16：30（開場13：00）
■場所／国立民族学博物館 講堂

●定員●
450名〈要申込〉

●参加料●
無料

＊ただし、特別展・常設展を
ご覧になる方は

別途観覧料が必要です

●主催●
国立民族学博物館

伝統芸能
パンソリによる
韓国文化の
理解

伝統芸能
パンソリによる
韓国文化の
理解
　パンソリのパンとは、多くの人が集まって何かをする

場所を、ソリとは人の肉声は無論のこと、鳥獣や虫の

声から雨風に至るまで、およそ森羅万象の発する音声

すべてを意味する言葉であり、パンソリ芸人はその声

を会得するために血を吐く修行を重ねた。

――野崎充彦『朝鮮の物語』（大修館書店、1998年）より

POWER OF CULTURE

安聖民〈アン　ソンミン〉
在日３世。大学卒業後、在日同胞の民族教育に献身す
るかたわら、民族文化牌マダンの活動においても中心
的役割を担う。1998年に韓国に留学、南海星に師事。
2001年に第１回亀尾全国国楽大会にて奨励賞受賞、
2007には第77回南原春香国楽大典にて海外同胞賞
を受賞する。現在、立命館大学、大阪産業大学で韓国
語を教えながら、公演活動を行っている。

南海星〈ナム　ヘソン〉
現在、韓国の重要無形文化財第5号パンソリ『水宮歌』
技能保有者候補であり、1985年に春香祭全国パンソリ
名唱大会で大統領賞を受賞、2006年には桐里国楽大
賞を受賞するなど、“名唱”と呼ばれる数少ない歌い手
の一人として活躍中である。日韓の文化交流にも積極
的で、2007年には「日韓語り芸――落語とパンソリの夕
べ」公演を日韓両国の国立劇場で行ない話題を呼んだ。

　本研究公演は、韓国の伝統芸能パンソリの舞台公演およびワーク
ショップを通して韓国文化の理解を図ろうとするものです。舞台公演では、
有名な古典演目を「一人語り」「オペラ形式」の形で演じ、親しみやすい
「民謡」の舞台も用意しています。日本語字幕はもちろん、古典文化をわ
かりやすく楽しく鑑賞できるパンフレット等を準備し、韓国文化をよりよく
知ってもらいます。ワークショップでは、“口伝”を伝承形態の基本とするパ
ンソリが実際どのような形で師匠から弟子に伝えられるのかを実演し、た
んなる公演では知りえないパンソリの世界を体験してもらい、参加者に
「本物を実際に」体験学習していただく機会を提供します。

朝倉敏夫（民族社会研究部教授）

●お問い合わせ先　国立民族学博物館 広報企画室企画連携係
〒565‐8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号　TEL 06-6878-8210（平日9時～17時）　http://www.minpaku.ac.jp/

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博公園内にあります。
＊「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。
●大阪モノレール／「万博記念公園駅」下車徒歩約15分（研究公演のみ参加される方は、自然文化
園を通行される場合は、入園料が必要となります。ただし、特別展・常設展をご覧になる方は、みんぱ
くの観覧券をゲートにてお買い求めになれば無料で通行できます。）
「公園東口駅」下車徒歩約15分（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）
●バス／〔近鉄バス〕（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分、ＪＲ茨木駅から約10分「日本庭園
前」下車、徒歩約15分
〔阪急バス〕（万博記念公園駅経由千里中央行き）阪急茨木市駅から約20分、ＪＲ茨木駅から約10分
「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分
●タクシー／万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
●自動車／駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。万博記念公園の駐車
場（有料）をご利用願います。最寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある国立民族学博物館専用通行口をお通りください。

■場所／国立民族学博物館 講堂
●定　　員／450名〈要申込〉
●参 加 料／無料

（ただし、特別展・常設展をご覧になる方は別途観覧料が必要です）

●主　　催／国立民族学博物館
●参加方法／往復はがきに住所・氏名（返信用おもてに
も）・年齢（任意）・電話番号・参加希望人数（本人を含め4
名まで）を明記のうえ、「9月27日研究公演」と書いて下
記までお申し込みください。応募者多数の場合は抽選と
なります。なお、参加申し込みされた方の個人情報は、研
究公演のみに使用いたします。
〒565‐8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
国立民族学博物館　広報企画室企画連携係
●申込締切／9月10日（木）必着

2009年9月27日（日）
13：30～16：30（開場13：00）

（1）パンソリについての解説（朝倉敏夫教授）
（2）公演（演目は変更の可能性あり）
 第１部
 1. 雑歌「セタリョン（鳥打令）」
 2. パンソリ「赤壁歌」より“曹操が弓を打つ”場面
 3. パンソリ「興甫歌」より“興甫が瓢を割る”場面
 第２部
 1. 唱劇「春香歌」“御使相逢―李夢龍が春香の
  母と再会する”場面
 2. パンソリ「水宮歌」より“スッポンが地上に
  向かう”場面
 3. 民謡「珍島アリラン」
（3）ワーク・ショップ
●口伝されるパンソリの伝承スタイルを実践披露
●有名な曲を一曲、会場全体（あるいはグループごと）
で体験学習する

演目・ワークショップ内容

研究
公演 伝統芸能パンソリによる
韓国文化の理解

交通のご案内

TUVA

研究公演

南シベリア・トゥバの
喉歌 ホーメイ

トゥバクィズィ（トゥバの娘たち）
リーダーのチョドラー・トゥマットはじめ、かつては、だみ声の男だけのものと
思われていた歌唱法を操る美しい乙女たちは、世界でも驚愕の的。
現在、アメリカで2枚のアルバムが発売され、チョドラーのソロも発売されている人気グループである。
2000年に国際交流基金のサポートで東京・国際交流基金フォーラム、
越後妻有アートビエンナーレ「大地の芸術祭」、大阪・世界民族芸能祭「ワッショイ！2000」に招聘された。
なんと9年ぶり2度目の来日!!

参加方法：往復はがきに住所・氏名（返信用おもてにも）・年齢（任意）・
電話番号・参加希望人数（本人を含め4名まで）を明記のうえ、
「10月11日研究公演」と書いて下記までお申し込みください。
応募者多数の場合は抽選となります。なお、参加申し込みされ
た方の個人情報は、研究公演のみに使用いたします。

宛先： 〒565－8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
 国立民族学博物館　広報企画室企画連携係

申込締切：9月24日（木）必着

南シベリアのトゥバ共和国から
女性だけの喉歌（ホーメイ）グループがこの秋来日!!

2009年10月11日（日）
13：30～16：30
（開場13：00）
場所：国立民族学博物館 講堂
定員：450名＜要申込＞
参加料：無料（ただし、特別展・常設展をご覧になる方は別途観覧料が必要です）
主催：国立民族学博物館

●大阪モノレール
「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
（研究公演のみ参加される方は、自然文化園を通行される場合は、
入園料が必要となります。ただし、特別展・常設展をご覧になる方
は、みんぱくの観覧券をゲートにてお買い求めになれば無料で通行
できます。）
「公園東口駅」下車徒歩約15分
（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）

●バス
〔近鉄バス〕 （阪大本部前行き）
 阪急茨木市駅から約20分
 JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、
 徒歩約15分

〔阪急バス〕 （万博記念公園駅経由千里中央行き）
 阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から
 約10分「自然文化園・日本庭園中央」下車、
 徒歩約5分

●タクシー
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることがで
きます。下車、徒歩約5分

●自動車
駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできま
せん。万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最
寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分
※「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にあ
る国立民族学博物館専用通行口をお通りください。

交通のご案内

お問い合わせ先 国立民族学博物館　広報企画室企画連携係  
 〒565－8511　大阪府吹田市千里万博公園10番1号
 TEL:06-6878-8210（平日9時～17時）
 http://www.minpaku.ac.jp/

国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博公園内にあります。　「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

■トゥバ共和国とは
ロシア連邦トゥバ共和国。モンゴル国、アルタイ共和国、ハカス共和国に隣接する、ロシア
連邦を構成する共和国のひとつ。面積は日本の約半分、人口は約30万人、そのうち約
2割が今も遊牧生活を続けている。国をエニセイ川が横断し、豊かな森林（タイガ）と、
3000メートル級の山岳地帯、ブッシュが生えるステップ地帯、そして砂漠地帯と、自然の変
化に富んでいて、アジアの遊牧形態がすべて見られるといわれている。1年の半分は冬で、
マイナス40度以下に、一方夏はプラス40度になることもある。全人口に占めるトゥバ人の
割合は64％で、他の共和国よりも割合は高いが、日常生活においてはロシア化がかなり進
んでいる。

■ホーメイ（Khoomei, xoomei）とは
ロシア連邦トゥバ共和国に伝わる喉歌。もともと声に含まれている倍音の高音部を、声帯
の力で意識的に強調させて口笛に似た音を出し、舌や口腔を微妙に動かして美しい倍
音を紡ぎだす。非常に低い倍音を出したり、音を細かく震わしたりと、発声法が7種類以
上（28種類という説も）ある。馬や豚や蛇の皮を張った様 な々楽器や、口琴などと共に演
奏される。また、この他にもアルタイ山脈周辺地域には類似した喉歌が伝えられ、モンゴル
国ではホーミー、アルタイ共和国ではカイ、ハカス共和国ではハイと呼ばれている。

■ホーメイの主な種類
●ホーメイ：ホーメイはトゥバの喉歌芸術の全体をさす場合にも用いられるが、ホーメイ
の中に「ホーメイ」といういわば喉歌の基本ともいえる歌い方がある。これはスィグィットに比
較すると、高音をあまり響かせず、静かで穏やかに歌う。

●スィグィット：口笛のような鋭い高音を響かせる歌唱法。さあっと吹き抜ける風のよう
な、爽快な歌唱法。

●カルグラ：地鳴りのような超低音を響かせる歌唱法。

●その他：ギャロップのように音にリズムをつける唱法（エゼンギレール）、舌を震わしてた
なびく旗のように音を転がす唱法（ボルバンナディル）、カルグラをしながらスィグィットの要領
で発声する唱法（カンズック）などがある。また、これらのテクニックを同時に組み合わせて
行うこともある。

南シベリア・トゥバの喉歌 ホーメイ

巻上　公一（まきがみ　こういち）
日本トゥバホーメイ協会代表。歌手、作詩、作曲家。
日本著作権協会評議員。
1994年から15年間、トゥバとの交流を続けてきた。
2008年トゥバ政府から文化功労賞を受賞。
ロックバンド「ヒカシュー」のリーダー、ボイスパフォー
マー、プロデューサーとしても知られている。CD多数。

■出演者

【出演】

トゥバクィズィ（トゥバの娘たち）
 ● チョドラー・トゥマット　Choduraa Tumat
  担当：ホーメイ　スィグィット　ビザンチ　ドシュプルール

 ● アイランマー・ダムラン　Aylanmaa Damyran
  担当：ホーメイ　スィグィット　ホムス　イギル

 ● ショルバナー・ダンズン　Sholbana Denzin
  担当：ホーメイ　カルグラ　ドシュプルール

 ● マヤ・ドゥプチュル　Mayya Dupchur
  担当：ホーメイ　イギル　

【司会】

小長谷　有紀（こながや　ゆき）
国立民族学博物館　民族社会研究部・教授

【解説】

2009年10月11日（日）
13：30～16：30（開場13：00）
場所：国立民族学博物館　講堂
定員：450名＜要申込＞
参加料：無料（ただし、特別展・常設展をご覧になる方は別途観覧料が必要です）
参加方法：往復はがきに住所・氏名（返信用おもてにも）・年齢（任意）・電話番号・
参加希望人数（本人を含め4名まで）を明記のうえ、「10月11日研究公演」と書い
て下記までお申し込みください。応募者多数の場合は抽選となります。なお、参加
申し込みされた方の個人情報は、研究公演のみに使用いたします。

研究公演

トゥバ共和国は、ロシア連邦を構成し、モンゴル国の北西に接しています。日本のおよそ半分くらいの大きさで、
約30万人の人口のうち約70％がトゥバ人です。
彼らの話すトゥバ語は、テュルク系の言語で、トナカイを利用した狩猟や遊牧とともに、モンゴルのような5種類の家畜の放牧が
共存してきました。ただし、現在では多くの人々が町に定住するようになっています。
彼らのあいだでは、アルタイ山脈周辺にみられる喉歌（のどうた）という独特な歌唱法が非常に発達しています。
今回は、近年、注目を集めている女性のグループをお招きし、刷新されつつある伝統をご堪能いただきます。

小長谷　有紀
（国立民族学博物館

民族社会研究部・教授）
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2010年4月18日（日） 
13：30～15：30
2010年4月18日（日） 
13：30～15：30
●場所：国立民族学博物館 
 1Fエントランスホール、
 正面玄関（屋外）
 ＊雨天時：特別展示場

●事前申込：不要
●参加料：無料
 （ただし、本館展示をご覧になる方は別途観覧料が必要です）

交通のご案内

お問い合わせ先 国立民族学博物館　広報企画室企画連携係  
 〒565－8511　大阪府吹田市千里万博公園10番1号
 TEL:06-6878-8210（平日9時～17時）
 http://www.minpaku.ac.jp/

国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博公園内にあります。「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

日本に舞う中国の龍と獅子
華僑華人たちの来日と定住にともない、中国の龍舞や獅子舞などの伝統芸能も日本に伝わりました。
日本の三大チャイナタウンとよばれる長崎、神戸、横浜から獅子舞団体、そして兵庫商業高校・龍獅團のみなさんを
お招きして、中国の龍舞と獅子舞の実演のほか、レクチャーを通して、参加者に龍舞と獅子舞を体験していただきます。
中国の伝統芸能がいかに継承され、また日本社会に伝播しているのか、そして、これからどのようになってゆくのか。
中国の龍舞と獅子舞を楽しみながら、民族と文化のグローバリゼーションとローカリゼーション（現地化）を考えます。

　吼獅会（長崎）　
長崎在住の華僑を中心に長崎人の有
志により結成。中国獅子舞を通して、
長崎の人達と友好を深めることなどを
目的に設立された団体。主に長崎ラ
ンタンフェスティバルや崇福寺の中国
盆、孔子廟の孔子祭などにて披露し
ている。
http://www.geocities.jp/ccmyclub/index.html

　神戸市立兵庫商業高校　龍獅團（神戸）
文化祭で中国獅子舞を披露したことを
きっかけに、龍舞獅子舞を学ぶクラブ
活動として1988年に結成される。龍
舞はアジアオリンピック評議会主催の
「アジア室内競技大会」の競技種目で
あり、諸外国で世界大会が開催されて
いる。龍獅團は、2001年より「夜光龍」
部門の日本代表として出場するほか、神戸南京町や横浜中華街のイベントなどに
も出演している。

　神戸華僑總會　舞獅隊（神戸） 
1979年、神戸在住の華僑が中心となっ
て結成。舞の技術の修練のみならず、
華僑社会、地域社会の一員として伝
統芸能による文化の橋渡しの役割を
担った神戸で最も古株の団体。主に
華僑の結婚式や催し物、芸能・文化
交流会などに出演している。1989年
に兵庫県から中日間の文化交流に貢献したことにより「ともしび賞」を受賞。

　横浜中華学院校友会（横浜）
横浜中華学院の卒業生により構成さ
れ、横浜華僑華人団体の中核的な役
割を果たしている。伝統芸能を通した
文化継承に貢献するほか、各地のイベ
ントやテレビに出演し中国芸能の日本
への普及に尽力している。隔年ごとに
マレーシアで開催される獅子舞の世界
大会に出場し「世界十傑（トップ10）」に選ばれた実績を有している。

http://www.yocsob.com/index.html

出演者

司会・解説
陳　天璽　
国立民族学博物館　民族社会研究部・准教授、国際政治経済学博士。
専門は移民・マイノリティー研究、とくに華僑華人、無国籍者に注目している。
博士論文：「華商のネットワークとアイデンティティ」は2002年アジア太平洋研
究奨励賞を受賞。著書に『華人ディアスポラ』（明石書店、2001）、『無国籍』（新
潮社、2005）など。

研究公演
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中国の龍舞と獅子舞
の実演のほか、パネル

ディスカッション、参
加者に龍舞と獅子舞

を

体験していただくワー
クショップもあります！

●大阪モノレール
「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
（研究公演のみ参加される方は、自然文化園を通行される場合は、
入園料が必要となります。ただし、本館展示をご覧になる方は、み
んぱくの観覧券をゲートにてお買い求めになれば無料で通行でき
ます。）
「公園東口駅」下車徒歩約15分
（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）

●バス
〔近鉄バス〕 （阪大本部前行き）
 阪急茨木市駅から約20分
 JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、
 徒歩約15分

〔阪急バス〕 （万博記念公園駅経由千里中央行き）
 阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から
 約10分「自然文化園・日本庭園中央」下車、
 徒歩約5分

●タクシー
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることがで
きます。下車、徒歩約5分

●自動車
駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできま
せん。万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最
寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分
※「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にあ
る国立民族学博物館専用通行口をお通りください。

夏のみんぱくフォーラム2010
音の力 関連イベント
ワークショップと公演

研究
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ラーザール・アティッラ　LÁZÁR Attila
カロタセグ地方ボガールテルケ出身の舞踊家。ハンガリー国際男性舞踊コンテスト、カロタセン
トキラーイ国際民俗音楽・舞踊キャンプ男性舞踊コンテストなどで受賞歴がある。2005年に初来
日して以来、日本での民俗舞踊指導・出演を多数経験。現地の民俗文化に関する幅広い知識と経
験に基づいた話やユーモアとエネルギーに満ちた公演・講習会は毎回好評を得ている。

ヴァルガ・イシュトヴァーン・チパーシュ　VARGA István „Csipás”
カロタセグ地方バーンフィフニャド出身のヴァイオリンの名手。カロタセグ地方最後のロマ（ジ
プシー）ヴァイオリン奏者として、国内外で演奏活動を行っている。

チョーリ・シャーンドル　CSOÓRI Sándor
ハンガリー・ブダペスト出身のヴィオラ奏者。幼少時より演奏を始め、後にトランシルヴァニア
の演奏家たちから学ぶ。リスト・フェレンツ音楽院民俗音楽学部でヴィオラ演奏を専攻。

大塚　奈美（おおつか　なみ）
愛知県出身のハンガリー民俗舞踊家・研究者。お茶の水女子大学大学院舞踊教
育学専攻修了。エトヴェシュ・ロラーンド大学、ハンガリー科学アカデミー音
楽学研究所でハンガリー舞踊の調査研究を行った。総合研究大学院大学博士後
期課程（民博）単位取得満期退学。大阪大学外国語学部非常勤講師。愛知県ハ
ンガリー友好協会理事。

寺田　吉孝（てらだ　よしたか）
国立民族学博物館　民族文化研究部教授

出　　演

司会・解説

出演・解説

左）チョーリ・シャーンドル
右）ヴァルガ・イシュトヴァーン・チパーシュ

午 前 ルーマニアの舞踊と音楽 午 後 ハンガリーの舞踊と音楽
11：00～12：20 14：30～15：50

ワークショップと公演のスケジュール

左）ラーザール・アティッラ
右）大塚　奈美

ヨーロッパのトランシルヴァニア地方は、現在のルーマニア北西部に位置
し、ルーマニア人、ハンガリー人、ザクセン人、ロマなどの文化が共存す

る地域です。昔ながらの生活様式を大切にして暮らしている人々により伝統が受
け継がれ、民俗芸術の宝庫といわれています。今回の研究公演では、トランシル
ヴァニアの中でも特に豊かな文化で知られるカロタセグからのゲストをお招きし
ました。この地域で受け継がれてきた舞踊と音楽を体験してください。

東

お 問 い
合わせ先

国立民族学博物館　広報企画室企画連携係
〒565-8511  大阪府吹田市千里万博公園10番1号
TEL：06-6878-8210（平日9時～17時）
http://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。
●大阪モノレール
「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
「公園東口駅」下車徒歩約15分（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）
●バス
〔近鉄バス〕（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分
JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
〔阪急バス〕（万博記念公園駅経由千里中央行き）　
阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分
●タクシー
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
●自動車
駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある国立民族学博物館専用通行口をお通りください。

みんぱく
携 帯
サイト

夏のみんぱくフォーラム2010

音の力 開催中
開催期間 2010年6月20日～8月31日

6月20日（日） 「音楽の祭日2010 in みんぱく」
7月11日（日） 研究公演「侵蝕するガムラン」（仮）
7月17日（土） みんぱくゼミナール「聖人の力を伝えるガムラン」
7月18日（日） みんぱくウィークエンド・サロン─研究者と話そう
 お話「無文字社会から生まれたアフリカ音楽の魅力
 ─西アフリカのマンデ音楽を中心に」
 公演「アフリカン・ポップスの響き
 ─ニャマ・カンテとジェリドン」
7月24日（土） みんぱく映画会／みんぱくワールドシネマ
 「わが故郷の歌」

詳細は、ホームページをご覧ください。

8月  1日（日） 研究公演「インド 歓喜の調べ
 ─ラージャスターンの民俗音楽」
8月  8日（日） みんぱくウィークエンド・サロン─研究者と話そう
 「ギターと世界─歴史の中の音楽と楽器─」
8月13日（金） 研究公演「インドネシア・バタックのギターと歌」
8月14日（土） 研究公演「スロライと太平簫（テピョンソ）
 ─カンボジアと韓国のチャルメラ音楽」
8月21日（土） みんぱくゼミナール「主張する太鼓」
8月28日（土） 研究公演「怒（いかり）─大阪浪速の太鼓集団」（仮）
8月  1日（日）～8月31日（火）  展示場クイズ「みんぱQ 音楽編」

夏のみんぱくフォーラム2010

音の力 関連イベント
研究
公演

─ラージャスターンの民俗音楽

2010年8月1日［日］
13：30－16：00（開場13：00）
［場　所］国立民族学博物館 講堂
［定　員］450名（要申込）
［参加料］無料
（ただし、本館展示をご覧になる方は観覧料が必要です）

［主　催］国立民族学博物館

インド
歓喜の調べ

2006年にラージャスターン州の州都
ジャイプルで活動を開始した音楽者集
団。ラージャスターン州各地の伝統音
楽の担い手である楽士や踊り手など
200人あまりが参加し、伝統的な音楽

の保存と伝承につとめる一方、積極的にインド内外で公演し現代世界の
様々な音楽ジャンルとの融合を試みている。今回は6人の楽士と4人の踊
り手が公演のため来日する。

─ラージャスターンの民俗音楽

ラージャスターン・ルーツ
Rajasthan Roots

インド   歓喜の調べ
多様な宗教や文化伝統が交錯するインド西部を本拠
地に、世界で活躍する民俗音楽集団ラージャスター
ン・ルーツが、みんぱくに再びやって来ます！
今回はみんぱくフォーラム「音の力」関連企画として、
前回紹介しきれなかった民俗楽器が加わり、また舞
踊プログラムもより多彩になります。豊かな伝統に根
ざした華麗な音と舞踊の世界をお楽しみください。

出演者

ラージャスターンで宗教と社会を対象に20年あまり調査を続けてきた。今
年度から始まった人間文化研究機構「現代インド地域研究」プロジェクト
では民族学博物館拠点の代表をつとめ、急速に変わりつつある現代インド
の文化と宗教に関する研究を進めている。近著には『インド刺繍布のきら
めき』（昭和堂、2008年）がある。

三尾　稔（国立民族学博物館　研究戦略センター准教授）
司会・解説

大
阪
府
吹
田
市

千
里
万
博
公
園
10
番
１
号

国
立
民
族
学
博
物
館

広
報
企
画
室
企
画
連
携
係

1．氏名
2．住所
3．年齢（任意）
4．電話番号
5．参加希望人数
6．会員番号※

　 （会員のみ）

8月1日研究公演

往復はがきに①氏名②住所（返信用おもてにも）③年齢（任意）④電話
番号⑤参加希望人数（本人を含め4名まで）⑥「国立民族学博物館友
の会」会員番号（会員の方のみ）を明記の上、「8月1日研究公演」と
書いて下記までお申し込みください。応募多数の場合は抽選となります。
なお、参加申込された方の個人情報は、研究公演にのみ使用いたします。

※「国立民族学博物館友の会」維持会員および正会員の方は優遇枠がございます。
　必ず会員番号をご記入ください。

申込方法

〒565-8511

●往信の宛名面● ●返信の文面●

ご
自
分
の

住
所
・
名
前

●返信の宛名面● ●往信の文面●

宛　　先 〒565-8511  大阪府吹田市千里万博公園10番1号
国立民族学博物館　広報企画室企画連携係

お問い
合わせ先

国立民族学博物館　広報企画室企画連携係
〒565-8511  大阪府吹田市千里万博公園10番1号
TEL：06-6878-8210（平日9時～17時）
http://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。
●大阪モノレール
「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
（研究公演に参加される方は、参加券を自然文化園ゲート窓口でご呈示くだされば無料で通行できます。）
「公園東口駅」下車徒歩約15分
（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）
●バス
〔近鉄バス〕（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分
JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
〔阪急バス〕（万博記念公園駅経由千里中央行き）
阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分
「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分
●タクシー
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
●自動車
駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある国立民族学博物館専用通行口をお通りください。

申込締切 7月15日（木）必着

夏のみんぱくフォーラム2010

音の力 開催中
開催期間 2010年6月20日～8月31日

6月20日（日） 「音楽の祭日2010 in みんぱく」
6月27日（日） 研究公演「トランシルヴァニアの舞踊と音楽」
 （ワークショップと公演）
7月11日（日） 研究公演「侵蝕するガムラン」（仮）
7月17日（土） みんぱくゼミナール「聖人の力を伝えるガムラン」
7月18日（日） みんぱくウィークエンド・サロン─研究者と話そう
 お話「無文字社会から生まれたアフリカ音楽の魅力
 ─西アフリカのマンデ音楽を中心に」
 公演「アフリカン・ポップスの響き
 ─ニャマ・カンテとジェリドン」

詳細は、ホームページをご覧ください。

7月24日（土） みんぱく映画会／みんぱくワールドシネマ
 「わが故郷の歌」
8月  8日（日） みんぱくウィークエンド・サロン─研究者と話そう
 「ギターと世界─歴史の中の音楽と楽器─」
8月13日（金） 研究公演「インドネシア・バタックのギターと歌」
8月14日（土） 研究公演「スロライと太平簫（テピョンソ）
 ─カンボジアと韓国のチャルメラ音楽」
8月21日（土） みんぱくゼミナール「主張する太鼓」
8月28日（土） 研究公演「怒（いかり）─大阪浪速の太鼓集団」（仮）
8月  1日（日）～8月31日（火）  展示場クイズ「みんぱQ 音楽編」

みんぱく
携 帯
サイト

夏のみんぱくフォーラム2010

音の力 関連イベント
研究
公演

―アートと文化をめぐる旅　関連イベント
特別展：彫刻家 エル・アナツイのアフリカ研究

公演

2010年11月23日火・㊗
場所：国立民族学博物館 講堂
　　　（入場整理券を10：00から2F講堂入口にて配布いたします。）
出演：OCHI BROTHERS
司会・解説：川口幸也（国立民族学博物館 准教授）
定員：450名

© OCHI BROTHERS
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© OCHI BROTHERS

13：30～15：45（開場13：00）

参加無料
申込不要

●ワークショップ　「地球おはなし村によるワークショップとドラムの演奏」
10月23日土　12：00～13：00　エントランス前広場（雨天：本館１Ｆエントランスホール）

●ギャラリー･トーク
10月23日土　14：00～15：00　特別展示館
11月20日土　11：00～12：00　特別展示館 

●国際シンポジウム　「エル・アナツイの世界」
10月30日土　13：00～17：00　講堂 

●みんぱくゼミナール　「アフリカの王様たちは今ーナイジェリアの政治と文化」
11月20日土　13：30～15：00　講堂

©OCHI BROTHERS

2010年3月から
音楽展示と言語展示が
新しくなりました。

彫刻家エル・アナツイのアフリカ
―アートと文化をめぐる旅

お問い
合わせ先

国立民族学博物館　広報企画室企画連携係
〒565-8511  大阪府吹田市千里万博公園10番1号
TEL：06-6878-8210（平日9時～17時）
http://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
「みんぱく」とは大学共同利用機関法人  人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。
●大阪モノレール
「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
（研究公演のみ参加される方は、自然文化園を通行される場合は、入園料が必要となります。ただし、展示を
ご覧になる方は、みんぱくの観覧券をゲートにてお買い求めになれば無料で通行できます。）
「公園東口駅」下車徒歩約15分
（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）
●バス
〔近鉄バス〕（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分
JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
〔阪急バス〕（万博記念公園駅経由千里中央行き）
阪急茨木市駅から約20分、ＪＲ茨木駅から約10分
「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分
●タクシー
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
●自動車
駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある国立民族学博物館専用通行口をお通りください。

みんぱく
携 帯
サイト

●会　期：2010年9月16日木～
　　　　　12月7日火 
●場　所：特別展示館 
●観覧料：一般 830円（560円）
　　　　　高大 450円（250円）
　　　　　小中 250円（130円）

＊（　）は20名以上の団体料金
レッド・ブロック

（アルミニウム、銅線、2010年、作家蔵）

関連イベント
特別展

1980年代から数年にわたり世界の各地でフィールドワークを行い、様々なリズムを体験する。83年から民俗楽
器、自然素材、美術的オブジェを駆使し、人と地球を結ぶイメージを音楽で表現させる試みを続けている。
84年から90年までの三宅一生コレクションの作曲とパフォーマンスにより世界的に注目を集める。90年にCD
「NATURAL SONIC」をリリース、同名の舞台作品も発表。
93年 La MaMa劇場(Annex/New York)で招待作品「VISUAL SONIC」を発表。96年にCD「AQUA」、
「NATURAL SONIC 2」をリリース、97年、35th Anniversary Season La MaMa劇場（Annex/New 
York）において、招待作品「NATURAL SONIC」を発表（http://www.pad.co.jp/ochi）。
98年、韓国 Jooksan International Arts Festival に招待され海外においても高く評価されている。TV、ラ
ジオ、CD-ROMなどの音楽制作、空間のための環境音楽制作、音楽プロデュース、子供から大人まで楽しめる音
とリズムのワークショップの展開など、幅広いジャンルで活躍している。

OCHI BROTHERS

アフリカの同時代美術を通して、アフリカと世界がどのように語られてきたのかに関心を
持っている。

川口幸也 （国立民族学博物館 准教授）

越智　義久越智　義明

音楽展示 言語展示

研究
公演

ワークショップと公演
現代の音楽とアフリカ

石や木片、西
アフリカの太

鼓などを使っ
て

演奏するワー
クショップも

おこないます
。

OCHI BROT
HERSと一緒

にみんなで

楽しく演奏し
ましょう。ぜ

ひご参加くだ
さい。
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よ
び
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、モ
ン
ゴ
ル
国
立

母
子
セ
ン
タ
ー
向
け
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
っ
て
い
る
。2
0
0
8
年

5
月
、バ
ト
エ
ル
デ
ネ
の
提
案
で
始
ま
っ
た「
第
一
回
国
際
馬
頭
琴
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

&
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
0
8
」を
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
て
開
催
。
そ
の
成
果
を
受

け
て
2
0
0
8
年
11
月
に

W
M
A（
世
界
馬
頭
琴

協
会
）理
事
長
に
就
任
。

2
0
1
0
年
5
月
に
は

W
M
A
主
催
で「
第
二
回

国
際
馬
頭
琴
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
1
0
」を
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
に
て
開
催
。

[

参
加
料]　

無
料（                                

）

5
月
5
日
は
無
料
観
覧
日
で
す
。

本
館
展
示・特
別
展
と
も
に
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

A.
バ
ト
エ
ル
デ
ネ
氏
が

解
説
も
い
た
し
ま
す
。

研究研究
公演公演

万博外周道路

宛　　先 

申込締切 ４月２１日（木） 必着

〒565-8511  大阪府吹田市千里万博公園10番1号　
国立民族学博物館  広報企画室 企画連携係

〒565-8511 

※「国立民族学博物館友の会」維持会員および正会員の方は優遇枠がございます。必ず会員番号をご記入ください。

バス ●〔近鉄バス〕

●〔阪急バス〕

（阪大本部前行き）
阪急茨木市駅から約20分、ＪＲ茨木駅から約10分
「日本庭園前」下車、徒歩約15分
（万博記念公園駅経由千里中央行き）
阪急茨木市駅から約20分、ＪＲ茨木駅から約10分
「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分

タクシー ●万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分

自動車

みんぱく
携帯サイト

読売新聞１９７６年撮影

心に草原を

A.バトエルデネ
（馬頭琴奏者）

B.オユンガ
（イケル奏者）

L.ボロルマー
（チェロ奏者）

A.ムングン
ブリヤートホール奏者
ホーミー奏者

Y.バトバヤル
（馬頭琴奏者）

D.ブルマー
（モンゴル民謡歌手）

B.イラナ
馬頭琴奏者

オルティンドー歌手

後藤晋一
（馬頭琴奏者）

伊藤早紀
（オルティンドー歌手）

特別展
「ウメサオタダオ展」

企画展
「民族学者 梅棹忠夫の眼」 みんぱくゼミナール みんぱくウィークエンド・サロン

研究者と話そう

詳しくはホームページ（http://www.minpaku.ac.jp/）をご覧ください。 

※イケル：モンゴル西部の馬頭琴／ブリヤートホール：モンゴル北部の馬頭琴／ホーミー：喉歌／オルティンドー：音を長く伸ばす歌唱法

お問い
合わせ先

国立民族学博物館  広報企画室 企画連携係
〒565－8511　大阪府吹田市千里万博公園10番1号
TEL:06-6878-8210（平日9時～17時）
http://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内

国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

＊5月5日は祝日のため、万博外周道路および万博公園各駐車場は、たいへんな混雑が予想されますので、
　公共交通機関のご利用をおすすめします。また、バス、タクシー、自動車をご利用の際は、時間に余裕を持ってお越しください。

研究研究
公演公演 特別展「ウメサオタダオ展」関連

（　　　　　　　） （　　　　　　　）

馬頭琴がひらく、新たな世界

大阪
モノレール

●「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
   （研究公演に参加される方は、参加券を自然文化園ゲート窓口でご呈示くだされば無料で通行できます。）
●「公園東口駅」下車徒歩約15分（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）

●駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。万博記念公園の
   駐車場（有料）をご利用願います。最寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある国立民族学博物館専用
   通行口をお通りください。

会　期：3月10日（木）
           ～6月14日（火）
場　所：特別展示館

観覧料：一般420円（350円）／高・大250円（200円）／小・中110円（90円）
＊（　）は20名以上の団体料金　＊3月13日（日）、5月5日（木・祝）は無料観覧日
＊上記観覧料ですべての展示をご覧いただけます。

会　期：3月3日（木）～6月14日（火）
場　所：本館展示場内

3月19日（土）「みんぱく誕生」
4月16日（土）「霊長類学からみたウメサオタダオの文明論」
5月21日（土）「青年ウメサオタダオの学問形成」

時　間：13:30～15:00
場　所：国立民族学博物館 講堂
参加無料、申込不要

毎週日曜午後
時　間：14:30～15:30（予定）
場　所：本館展示場内、特別展示館内
要観覧料、申込不要
＊特別展開催期間中はみんぱくの名誉教授
が梅棹忠夫の仕事や人柄などについてお話
します。

関連イベント関連イイベントト

申込方法

出演者 司会・解説

小長谷有紀
（国立民族学博物館 
民族社会研究部・教授）

大
阪
府
吹
田
市

千
里
万
博
公
園
10
番
1
号

国
立
民
族
学
博
物
館

広
報
企
画
室 

企
画
連
携
係

ご
自
分
の

住
所
・
名
前

1. 氏名
2. 住所
3. 年齢（任意）
4. 電話番号
5. 参加希望人数
6. 会員番号※

　 （会員のみ）

5月5日研究公演 

往信の宛名面 返信の文面 返信の宛名面 往信の文面往復はがきに①氏名②住所（返信用宛名面にも）③年齢（任意）④電話番号
⑤参加希望人数（本人を含め4名まで）⑥「国立民族学博物館友の会」会員番号
（会員の方のみ）を明記の上、「５月５日研究公演」と書いて下記までお申し込み
ください。応募多数の場合は抽選となります。締切日以降、順次返信いたします。
なお、参加申込された方の個人情報は、研究公演にのみ使用いたします。

馬頭琴は、モンゴル族の民族楽器としてよく知られ、絵本「スーホの白い馬」の
物語にも登場します。馬頭琴の伝統音楽は、ユネスコ世界無形遺産として登録
されました。今回の公演では、モンゴルの馬頭琴奏者A.バトエルデネ氏のほか、
総勢9人による演奏を通して、地方に伝わる擦弦楽器との違いや民族音楽の
移り変わりを紹介します。また、みんぱく初代館長の梅棹忠夫が、本格的な人類
学研究を開始したのが、中国内モンゴル。生前最後に訪問した国もモンゴル国
でした。そんなゆかりのあるモンゴルの音楽にふれてみませんか。

SAT

場所：国立民族学博物館　講堂
（定員450名）

13：30～15：45（開場13：00）

●参加無料●

研究公演

７/23
2011

本公演では、宗教的行
為としてハワイの神々に奉げ
られることもあるフラ・カヒコと
欧米の影響を受けて19世紀以降に
生み出されたフラ・アウアナという
2種類のフラが上演されます。また、
フラの歴史と現在について、古
賀まみ奈さんによる解説が
行われます。

要事前申込
申込締切
7/7（木）必着

司会・解説　丹羽 典生
（国立民族学博物館　研究戦略センター・助教）

解説　古賀 まみ奈
主催　国立民族学博物館

踊る
フラを知る、

公演の内容公

●往信の宛名面● ●返信の文面● ●返信の宛名面● ●往信の文面●

①氏名
②住所
③年齢（任意）
④電話番号
⑤参加希望人数
⑥会員番号
　（会員のみ）

往復はがきに①氏名②住所（返信用宛名面にも）③年齢（任意）④
電話番号⑤参加希望人数（本人を含め４名まで）⑥「国立民族学博
物館友の会」会員番号（会員の方のみ）を明記の上、「７月23日研
究公演　フラを知る、フラを踊る」と書いて下記までお申し込み
ください。応募多数の場合は抽選となります。締切日以降、順次
返信いたします。なお、参加申込された方の個人情報は、研究公
演にのみ使用いたします。

フラ競技会やフライベント
で活躍中のミュージシャン。

7月7日（木）必着

ご
自
分
の

住
所
・
名
前

申込締切

宛　　先

〒565-8511

7月23日研究公演
「フラを知る、フラを踊る」

※「国立民族学博物館友の会」維持会員および正会員の方は優遇枠がございます。
　必ず会員番号をご記入ください。

みんぱく
携帯サイト

▼

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
   「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

● タクシー
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分

● 自動車
駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分

● 大阪モノレール
「万博記念公園駅」下車、徒歩約15分
（研究公演に参加される方は、参加券を自然文化園ゲート窓口でご提示くだされば無料で通行できます。）

「公園東口駅」下車徒歩約15分
（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）

● バス
〔近鉄バス〕（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分

JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
〔阪急バス〕（万博記念公園駅経由千里中央行き）

阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分
「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分

＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある国立民族学博物館専用通行口を
お通りください。

交通のご案内

〒565-8511
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
TEL：06-6878-8210（平日9時～17時）
http://www.minpaku.ac.jp/

お問い合わせ先お問い合わせ先 国立民族学博物館 大
広報企画室 企画連携係

フラ・カヒコとは、宗教的行為としてハワイの神々に奉げら
れることもあるように、おごそかなタイプのフラです。音楽
にのせてフラを踊り、詠唱も行われます。踊りの内容は、ハ
ワイ神話の神々やハワイ王国の王族、ハワイ諸島の大地や自
然を賞賛するものなどさまざまです。

フラ・アウアナとは、19世紀以降に、欧米の影響を受けて生
み出されたフラです。フラダンスとして日本で一般的にイメ
ージされるフラはこのタイプのものです。公演では、ミュー
ジシャンを交えて、華やかなステージパフォーマンスが行わ
れます。ラブソング、カヒコから派生した歌、昨今人気のあ
る曲などにあわせて、さまざまなタイプの踊りを披露します。

フラ・カヒコ・パフォーマンス

フラ・アウアナ・パフォーマンス

※

踊
フラを知る、
研究公演 プログラム

13：30～14：00 公演　フラ・カヒコ・パフォーマンス
14：00～14：45 解説　「フラの歴史と現在」
14：45～15：00 休憩
15：00～15：45 公演　フラ・アウアナ・パフォーマンス

米国バークリー音楽院に
てミック・グッドリック
らに師事する。2007年
よりハワイアンミュージ
シャンとしての活動も本
格化させる。現在、ハワ
イアン・ミュージック界
の若手実力者の一人。

東京大学大学院博士課程在籍中（文化人類学専
攻）。ハワイの民族音楽について研究すると同時
に、フラの踊り手兼歌い手でもある。フラ競技会
「マウイネイ」ソロ部門優勝（2003年）、ハワイ
アンソング競技会「カヒメニアナ」優勝（2007
年マノア・ヴォイシスの一員として）など、その
技術は、フラの本場であるハワイの地でも高く評
価されている。

真木隆寿（まきりゅうじ）

古賀まみ奈（こがまみな）

武本 彩
（たけもとあや）

森田沙織
（もりたさおり）

小嶌 香
（こじまかおり）

矢澤亜季
（やざわあき）

古賀まみ奈フラスタジオに所属するフラダンサー

る

とうしょ

【研究公演】
７月23日（土）　 「フラを知る、フラを踊る」
７月30日（土）、31日（日）　 「カヴァ儀礼と天地創造のドラマ」
８月６日（土）、７日（日）　 「マオリの伝統芸能カパハカ」

【みんぱく映画会／みんぱくワールドシネマ】
７月９日（土）　 「裸足の1500マイル」
８月21日（日）　 「サムソンとデリラ」

【みんぱくゼミナール】
７月16日（土）　 「オセアニアへの人類の移動
 －島嶼環境を住みこなす」
８月20日（土）　 「海に生きるくらし
 －島と島をつなぐ遠洋航海」

【展示場クイズ】
８月１日（月）～21日（日） みんぱＱ オセアニア編

【みんぱくウィークエンド・サロン－研究者と話そう】
毎週日曜日　※６月26日（日）は除く

詳細はホームページをご覧ください。

〒565-8511
大阪府吹田市千里万博公園10番1号　
国立民族学博物館　広報企画室　企画連携係

大
阪
府
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学
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物
館

広
報
企
画
室
企
画
連
携
係

申込方法

清水徹也（しみずてつや）

Kapa Hakaカパハカカパハカ
マオリマオリのの伝統芸能伝統芸能

ナ・ハオ・エ・ファ
Ngā Hau E Whā
ナ・ハオ・エ・ファ

Ngā Hau E Whā
ナ ハナ ハ
出　演出　演

研究公演研究公演

13：00～15：00
（開場12：30）時間

国立民族学博物館
講堂（定員450名）場所

参 加 料　無料
事前申込　 要

【申込締切】7/21（木）必着

土

86
2011

公　演

2011

8
7

10：30～11：30
13：30～14：30時間

国立民族学博物館
正面玄関（屋外）
※雨天時
1Fエントランスホール

場所
日

参 加 料　無料
事前申込　不要

ワークショップ

「テ・アラ・マオリ̶マオリの道」
ナ・ハオ・エ・ファによるパフォーマンスとワーク
ショップ。マオリ語のあいさつやフレーズ、カパハ
カの基本的な型や動きを覚えます。

主催　国立民族学博物館

８月６日申込方法
●往信の宛名面● ●返信の文面● ●返信の宛名面● ●往信の文面●

往復はがきに①氏名②住所（返信用宛名面にも）③年齢（任意）④
電話番号⑤参加希望人数（本人を含め４名まで）⑥「国立民族学博
物館友の会」会員番号（会員の方のみ）を明記の上、「８月６日研
究公演「マオリの伝統芸能カパハカ」」と書いて下記までお申し込
みください。応募多数の場合は抽選となります。締切日以降、順
次返信いたします。なお、参加申込された方の個人情報は、研究
公演にのみ使用いたします。

7月21日（木）必着

〒565-8511
大阪府吹田市千里万博公園10番1号　
国立民族学博物館　広報企画室　企画連携係

大
阪
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里
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国
立
民
族
学
博
物
館

広
報
企
画
室
企
画
連
携
係

ご
自
分
の

住
所
・
名
前

申込締切

宛　　先

〒565-8511

※「国立民族学博物館友の会」維持会員および正会員の方は優遇枠がございます。
　必ず会員番号をご記入ください。

とうしょ

みんぱく
携帯サイト

▼

交通のご案内

＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
   「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

● タクシー
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分

● 自動車
駐車施設が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄り「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分

● 大阪モノレール
「万博記念公園駅」下車、徒歩約15分
８月６日
（研究公演に参加される方は、参加券を自然文化園ゲート窓口でご提示くだされば無料で通行できます。）
８月７日
（研究公演のみ参加される方は、自然文化園を通行される場合は、入園料が必要となります。
ただし、本館展示をご覧になる方は、みんぱくの観覧券をゲートにてお買い求めになれば無料で通行できます。）

「公園東口駅」下車徒歩約15分
（「公園東口駅」からは自然文化園を通行せずに来館できます。）

● バス
〔近鉄バス〕（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分

JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
〔阪急バス〕（万博記念公園駅経由千里中央行き）

阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分
「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分

＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある国立民族学博物館専用通行口を
お通りください。

〒565-8511
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
TEL：06-6878-8210（平日9時～17時）
http://www.minpaku.ac.jp/

お問い合わせ先お問い合わせ先 国立民族学博物館 大
広報企画室 企画連携係

解説
■小杉　世（大阪大学大学院言語文化研究科・准教授）
舞台解説
■ジュンコ・マオアテ（ナ・ハオ・エ・ファ）
司会・解説
■ピーター・マシウス（国立民族学博物館民族社会研究部・准教授）

出演ナ・ハオ・エ・ファ（Ngā Hau E Whā）
ナ・ハオ・エ・ファ（Ngā Hau E Whā）は「四つの風（東西南北の各方
角から集った風）」を意味する。マオリの伝統と文化を守り、伝えるために
結成された日本在住のニュージーランド・マオリの人々のグループ。日本
や近隣の国々で公演を行っている。グループの活動は以下のウェブページ
で紹介されている。www.nhe4.com

①氏名
②住所
③年齢（任意）
④電話番号
⑤参加希望人数
⑥会員番号
　（会員のみ）
8月6日研究公演

「マオリの伝統芸能カパハカ」

※

アオテアロア（ニュージーランド）が西洋人によ
って植民地化されるはるか前から、マオリの人
々は何世代にもわたってティカンガと呼ばれる
慣習と儀礼を伝えてきました。カパ・ハカの起
源もここにあります。コーラスやダンス、格闘
に由来する動作、タイミングの合った動作・姿

勢・足の運び、そして音楽をお楽しみください。一般的に演じられるのは、
ワイアタ・ティラ（ウォーミングアップの歌）、ファカエケ（始まりの歌）、ワ
イアタ・ア・リンガ（戦闘の歌）、ハカ（戦闘の前の儀式）、ポウまたはモテア
テア（伝統的な歌）、ポイ（伝統的な踊り）、そしてファカワテア（終わりの
歌）からなります。今年は、ニュージーランドでラグビーワールドカップが
開催されます。この大会に出場するオールブラックス（ニュージーランド
代表チーム）のハカは世界的に有名です。

Kapa Haka

ののマオリマオリ 伝統芸能伝統芸能 2011年
８月６日　
８月７日　カパハカカパハカ 日

土

研究公演

【研究公演】
７月23日（土）　 「フラを知る、フラを踊る」
７月30日（土）、31日（日）　 「カヴァ儀礼と天地創造のドラマ」
８月６日（土）、７日（日）　 「マオリの伝統芸能カパハカ」

【みんぱく映画会／みんぱくワールドシネマ】
７月９日（土）　 「裸足の1500マイル」
８月21日（日）　 「サムソンとデリラ」

【みんぱくゼミナール】
７月16日（土）　 「オセアニアへの人類の移動
 －島嶼環境を住みこなす」
８月20日（土）　 「海に生きるくらし
 －島と島をつなぐ遠洋航海」

【展示場クイズ】
８月１日（月）～21日（日） みんぱＱ オセアニア編

【みんぱくウィークエンド・サロン－研究者と話そう】
毎週日曜日　※６月26日（日）は除く

８月７日（日）　15：00～
「太平洋の島々の衣装と布」
ピーター・マシウス准教授（オセアニア展示場・要観覧料）

詳細はホームページをご覧ください。

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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交通のご案内　国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。※「みんぱく」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。
■大阪モノレール

   万博記念公園駅下車、徒歩約15分　
　 ※研究公演に参加される方は、参加券を自然文化園ゲート窓口でご提示くだされば無料で通行できます。

   公園東口駅下車、徒歩約15分  ※公園東口駅からは自然文化園（有料区域）を通行せずに来館できます。
■バス

 ［近鉄バス］（阪大本部前行き）
　阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、徒歩約15分
 ［阪急バス］（万博記念公園駅経由千里中央行き）
    阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約5分
■タクシー
　万博記念公園の日本庭園前駐車場まで乗り入れることができます。下車、徒歩約5分
■自家用車
　駐車施設が無いため、みんぱくへの車の乗り入れはできません。
　万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄りの日本庭園前駐車場から徒歩約5分
　 ※日本庭園前駐車場をご利用の方は、日本庭園前ゲート横にある国立民族学博物館専用通行口をお通りください。
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申込方法

往復はがきに①氏名 ②住所（返信用宛名面にも）③年齢（任意）④電話番号 ⑤参加希望人数（本人を含め4名まで）⑥国立民族学博
物館友の会会員番号（会員のみ）を明記の上、「2月11日研究公演」と書いて下記までお申し込みください。応募多数の場合は抽選とな
ります。締切日以降、順次返信いたします。なお、参加申込された方の個人情報は、研究公演にのみ使用いたします。

宛　　先：〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号　
　　　　　 国立民族学博物館  広報企画室  企画連携係
申込締切：1月26日［木］必着
お問い合わせ先：
国立民族学博物館 広報企画室 企画連携係
TEL. 06-6878-8210［土日祝を除く9：00～17：00］

往信の宛名面　　 　　返信の文面　　　   　　返信の宛名面　　　　往信の文面

大
阪
府
吹
田
市

千
里
万
博
公
園
10
番
1
号

国
立
民
族
学
博
物
館

広
報
企
画
室 

企
画
連
携
係

〒565-8511
① 氏名
② 住所
③ 年齢（任意）
④ 電話番号
⑤ 参加希望人数
⑥ 会員番号※
　（会員のみ）
2月11日研究公演

ご
自
分
の
住
所
・
氏
名

※国立民族学博物館友の会維持会員および正会員の方は優遇枠がございます。必ず会員番号をご記入ください。

たっぷりアメリカ―春のみんぱくフォーラム2012   1月7日［土］～3月25日［日］
研究公演（要申込）
2月11日［土・祝］アンデスの詩
3月20日［火・祝］ホピの踊りと音楽
みんぱくワールドシネマ　
1月14日［土］今夜、列車は走る
2月19日［日］パチャママの贈りもの

みんぱくゼミナール　
1月21日［土］アメリカ南西部先住民の宝飾品
2月18日［土］カレンダーから現代宗教を見る
みんぱくウィークエンド・サロン　
毎週日曜日［3月18日を除く］
展示場クイズ　みんぱQ アメリカ編　2月2日［木］～2月28日［火］

詳細はホームページをご覧ください。
http://www.minpaku.ac.jp/
　　　　 　　みんぱく携帯サイト↓
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国
の
繁
栄
と
と
も
に
世
界
各
地
の
人
々
が
移
住
し
て
く
る
な
ど
、民
族
の

る
つ
ぼ
と
呼
ば
れ
る
状
況
が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
先
住
民
起
源
ば

か
り
で
な
く
、
植
民
や
移
民
の
文
化
と
の
交
流
の
な
か
で
新
た
な
音
楽
が

誕
生
し
ま
し
た
。
今
回
の
公
演
で
は
、
有
名
な
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い

く
」
な
ど
南
米
ア
ン
デ
ス
地
帯
の
民
俗
音
楽
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
を
中
心
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
生
ま
れ
た
ボ
サ
ノ
バ
や
北
米
で
生
ま
れ
た
ジ
ャ
ズ
を
演
目
に

組
み
込
み
、ア
メ
リ
カ
音
楽
の
多
様
性
を
紹
介
し
ま
す
。
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交通交通交通交通通通交通交交 ののののご案内ご案内ご案内案内案案内内内 国立民族学博物国立民族学博物国立民族学博物国立民族学博物立民族学博物国立民族学博物族学博物物立民族国立民族学博物民族学博博 館館館館館館館館（みんぱ（みんぱんぱ（みんぱみみんぱくくくくく））））は大は大は大は大大ははは 阪阪阪阪阪・・千里の万博記念公園内にあります。千里の万博記念公園内にあります。千里の万博記念公園内にあります。里の万博記念公園内にあります千里の万博記念公園内にあります。千里の万博記念公園内にあります。の万博記念公園内にあります。博 公園内にありま念 ※※※※※「みんぱみん「みんぱ「みみんぱんん くくくく」」」」とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博は大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博共同利用機関法人 人とは大学共同利用機関法人 人間文化研究機構国立民族学博化法人 人間文化研究機構国立民族学博とは大学共同利用機関法人 人間文学共同利用機関法人 人法人人間文化研究機構国国立民族学博研 物館の愛称です物館の愛称です物館の愛称です。物館の愛称です。物館の愛称でで物館の愛愛称で

■■■■■■■大大大大大大阪阪阪阪阪阪阪モモモモモノノノノレレレレレレレーーールルルルルルル
万万万万万博博博博博記記記記記記念念念念念公公公公園園園園園駅駅駅駅駅駅下下下下車車車車車車、、徒徒徒徒徒徒歩歩歩歩約約約約1115555分分分分分
※※※※※※研研研研研究究究究究究公公公公公演演演演演演ににに参参参参参加加加加加ささささささされれれれるるるるるるる方方方方方はははははは、、、参参参参参加加加加加券券券券券をををををを自自自然然然然文文文文化化化化化化園園園園ゲゲゲゲートトトトトト窓窓窓窓窓口口口口口口口口ででででごごご提提提提提提示示示示示くくくくくだだだだださささされれれれればばばばば無無無無無無料料料料ででででで通通通通行行行行ででででででききききままますすすす。。。

公公公公公園園園園園園園東東東東口口口口口駅駅駅駅駅下下下下下下下車車車車、、、徒徒徒徒徒歩歩歩歩歩歩歩約約約約約約111155555分分分分分分分分 ※※※※公公公公園園園園園園園園東東東東東東口口口口口口駅駅駅駅駅駅駅かかかかかららららはははははは自自自然然然然文文文文文文化化化化化園園園園（（（有有有有有料料料料料区区区区区区域域域域）））をををを通通通通通行行行行行せせせせせせせせせずずずずずずずにににに来来来来来館館館館でででできききままままますすすすす。。。。。

■■■■■バババババスススススス

［［［近近近近近近鉄鉄鉄鉄鉄鉄バババババススス］］］］］］（（（阪阪阪阪阪阪大大大大本本本本本部部部部部部前前前前前行行行行行行行ききき））））
阪阪阪阪阪急急急急急急急茨茨茨茨茨木木木木木市市市市市駅駅駅駅かかかかからららららら約約約約約約約222222000000分分分分分、、、JJJJRRRRRR茨茨茨茨茨茨木木木木駅駅駅駅駅駅かかかかかからららららら約約約約約11110000分分分分分分「「「日日日日日日日本本本本本本本庭庭庭庭庭庭園園園園園前前前前前前前前前」」」」」」下下下下下下下車車車車車、、徒徒徒徒徒歩歩歩歩歩歩約約約約約約約約約111115555分分分分分分分
［［［阪阪阪阪阪急急急急急バババババスススススス］］］］］（（（（万万万万万博博博博博記記記記記念念念念念公公公公公園園園園園駅駅駅駅駅経経経経経経由由由千千千千里里里里中中中中中央央央央央央行行行行行きききききき）））））
阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪急急急急急急茨茨茨茨木木木木木木木木木市市市市市市駅駅駅駅駅駅駅駅駅かかからららららら約約約約約222200000分分分分分、、、JJJJRRRRR茨茨茨茨茨茨木木木木木木木駅駅駅駅駅駅かかかかからららら約約約約約11110000000分分分分分分「「「「「「「自自自自自自然然然然文文文文化化化化化化園園園園園・・・日日日日日本本本本本本庭庭庭庭庭園園園園園園中中中中央央央央央央央」」」下下下下下下車車車車車車車、、、徒徒徒徒徒徒徒歩歩歩歩歩約約約約約約約5555555分分分分分
■■■■■タタタククククククシシシシシシーー
万万万万万万博博博博博記記記記記記念念念念公公公公公公園園園園園ののののの日日日日日本本本本本本本庭庭庭庭庭庭庭園園園園園園前前前前前前前前駐駐駐駐駐駐駐車車車車場場場場場場ままままででででで乗乗乗乗乗りりりりり入入入入入入れれれれれれるるるここここここことととががががががががででででででききききききままままますすすす。。。。下下下下下下車車車車車、、徒徒徒徒徒徒歩歩歩約約約約約5555分分分分分分

■■■■■■自自自自自自自家家家家家用用用用用用用用車車車車車車車
駐駐駐駐駐駐駐車車車車車車車施施施施設設設設設ががが無無無無無いいいいいたたたたためめめめめ、、、みみみみんんんんんんぱぱぱぱぱくくくくくくへへへへへへのののの車車車車車車ののののの乗乗乗乗乗りりりり入入入入入れれれれれれはははははでででででききききききままままままませせせせせせんんんん。。
万万万万万万博博博博博記記記記記記記念念念念念念公公公公公園園園園園園園ののののの駐駐駐駐駐駐車車車車車車車場場場場場場（（（（（有有有有有有料料料料料料））））をををををごごごご利利利利利用用用用用用願願願願願願いいいいいまままままますすすすすす。。最最最最最最寄寄寄寄寄寄寄りりりののののの日日日日日日日日本本本本本本庭庭庭庭庭庭園園園園園前前前前前前駐駐駐駐駐駐車車車車車車場場場場場場かかかかららららら徒徒徒徒徒徒歩歩歩歩歩歩歩約約約約約約約約555555分分分分分分
※※※※日日日日日日日本本本庭庭庭庭園園園園園前前前前前駐駐駐駐車車車車車車場場場場場場をををををををごごごごご利利用用用用用ののののの方方方方方方方はははは、、、、日日日日日本本本本本本庭庭庭庭園園園園園前前前前ゲゲゲゲゲゲーーートト横横横横横ににににああああああるるる国国国国国国立立立立立立民民民民民族族族族族学学学博博博博博物物物物物館館館館館館専専専専専専用用用用用通通通通通行行行行行口口口口口口をををををおおおおおお通通通通通りりりりりりくくくだだだださささささささいいいいいいい。。

申込方法申込方法込申込方法方申込方法込方法申込方法申込方法申込

往往復はがき往復はがき往復はがき往復はがき往復はがきはがきが往復往 にににににに①①①①①氏氏氏氏氏氏名名名名名名 ②②②②②②②住住住住住住所所所所所所所（返信用宛名面にも）（返信用宛名面にも）（返信用宛名面にも（返信用宛名面にも）宛（返信用宛名面にも名面に返信用宛名面面に返信用宛名面にも）③③③③③③③年年年年年年年齢齢齢齢齢齢齢（任意）（任意）（任意）（任意）任意（任意）意）意 ④④④④④④④④電電話番電話番電話番電話番番電話番号号号号号号 ⑤⑤⑤⑤⑤⑤参加希望人参加希参加希望人参加希望人加希参加希望人参加希望人参加希望参参 希望人希 数数数数数数数（本人を含め4名まで）（本人を含め4名まで）本人を含め4名まで（本人を含め4名まで）（本人を含め4名まで）（本人を含め4名まで）本人を含め4名までめ4名まで）を で ⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥国立民族学博国立民族学博立国立民国立民族学博国立民族学博民国立民族学博立民民族学博
物館友の会会員番物館友の会会員番物館友の会会員番物館友の会会員番物館友の会会員物館友の会会員員物館友の会会員番番物館友の会会員番号号号号号号（会員のみ（会員（会員のみ（会員のみ（会員のみ員員のみ員のみみ）））））をを明記のを明記のを明記のを明記のを明記の記のを明記の記 上上上上上上上、、「「「「「3月20日研究公演3月20日研究公演月月20日研究公演3月20日研究公演0日研3月20日研究公演究公公演演月20日研究公0日日 」」」」と書いて下記までお申し込みください。と書いて下記までお申し込みください。と書いて下記までお申し込みください。と書いて下記までお申し込みください。と書いて下記までお申し込みください。いて下記までお申し込みください記ま お申 込 くださ申いて下記までお申し込みください。くださいさ申 応募多数の場合は抽選と応募多数の場合は抽選と応募多数の場合は抽選応募多数の場合は抽選応募多数の場合は抽選応募多数の場合は抽選と募多数の場合は抽選と多数の場合は抽選となななななななな
りますりますりますりますすますり 。締切日以降、順次返信いたします。な。締切日以降、順次返信いたします。な締切日以降 順次返信い。締切日以降、順次返信いたします。な。締切日以降、順次返信いた締切日以降、順次返信いたしま以降、順次返信いたします。日以降、順次返信いたします。締切日以降、順次返信いた日以降、順次返信いたします。な順 す。 お、参加申込された方の個人情報は、当お 参加申込お、参加申込された方の個人情報は、当お、参加申込された方の個人情報は、当参加申込された方の個人情お、参加申込された方の個人情報は、当お、参加申込された方の個人情報は、当お、参加申込された方の個人情報は、当方の個人情報は、当参加申込された方の個人申参 報 、 研究公演にのみ使用いたします。研究公演にのみ使用いたします。研究公演にのみ使用いたします。研究公演にのみ使用いたします。研究公演にのみ使用いたします研究公演にのみ使用いたします。演にのみ使用いたし研究公演にののみ使用いたします使用いにのみ使用いたしますす演究公演に 用
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画
連
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〒565-8511
① 氏名
② 住所
③ 年齢（任意）
④ 電話番号
⑤ 参加希望人数
⑥ 会員番号※
　（会員のみ）
3月20日研究公演

ご
自
分
の
住
所
・
氏
名

※国立民族学博物館友の会維持会員および正会員の方は優遇枠がございます。必ず会員番号をご記入ください。
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FFrreeddrricckk AAnnnddrrewwss ｜｜フフレレデリック・・アアンンドドリュューースス
保保留留地地内内外外ののイイベベンントでで活活躍躍すするフフルルート奏奏者者。YYaaappa' Sttuddioo
とといいうう音音楽楽ススタタジジオオをを経経営営ししななががら、木木や竹竹ののフフルルーートトの制制作
もも行行っっててていいる。

GGeerraalldd LLoommaaveenntteemmaa ｜ジジェェロ・ロロママベベンンティマ
米米国各各地地でで開開催催さされれるる先先住住民アアートトシショーにに参参加加・出品品する宝
飾飾品品作作家家。保保留留地地ででははトトウモモロコシシ畑のの世世話話やや伝伝統儀儀礼礼をを担担っっ
てていいるる。。公公演演ででは歌歌をを担担当当。

110名名00 ををを超超えるる本本格格本本 的編成編編 ににによよよるるホピピピのの踊踊りりりはは日日本初初本本本 公公開開
乾乾燥した大地大大 が広広がるアメメリカカカ合合衆衆合合 国南南西西部は、
牧畜畜民民ののナナババホや農耕農農 民のプエブロロ・イインンディアアンンなどど、
先先住住民人口がが非常常にに多多いい地域域です。
今回回はは、、乾乾燥地地燥燥燥 農地 業業農農 やや宝宝飾飾品などどののアート制制制作作でで知られれるるホホピかからら
多多数数ののゲゲスストをを迎迎ええて、踊踊踊りり（（ソソーシシャルルダンンス）とフルルート演演奏奏をを披披露露披披披披 しててもららいいます。
カカララフフルルなな衣衣装装衣衣衣衣 ののダダンンササーのの動動きき、、勇勇壮壮なな歌歌声声歌歌歌 とと太鼓の響響き、透透きととおおったた笛笛のの音音音。
先先住住民民ホピピのの無無形形文文形形形形 化化化文文 ををぞぞんんぶぶんんににおお楽楽ししみみくくだださいい。。のののの
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宝宝宝飾飾飾品品品（（（当当当当館館館館展展展展展示示示場場場場ににににてててて展展展示示示示示中中中））

2012年6月9日[土]
14時00分～16時30分
[場　所 ]　国立民族学博物館 玄関前広場（屋外）、
　　　　　1Fエントランスホール
　　　       ※雨天・強風時：講堂（定員450名）、1Fエントランスホール

2012年6月10日[日]
13時00分～15時00分（予定）
[場　所 ] 若松公園鉄人28号広場（屋外）

神戸市長田区若松町6-3
JR・市営地下鉄海岸線 新長田駅から西へ徒歩約5分

忘 れ な い 絆 、
絶 や さ な い 伝 統

き ず な

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

申込不要／／参加無料／／主催：国立民族学博物館

※詳細は裏面をご覧ください。

研究公演

忘 れない絆、
絶 やさない伝統

研究公演 東日本大地震は、人々の日常生活はもちろんのこと、文化
遺産の存続をも危うくしました。この度、本館が支援を行った
大船渡市の伝統芸能・鹿踊りをお招きし、活動再開後初の
関西公演を行います。「災いを払い、幸せを招く」といわれ、
阪神・淡路大震災後地域の人々を元気づけた中国獅子舞
や龍舞、そして新長田の地元の方々との共演も必見です。
実演とワークショップを通じて「1.17と3.11」の絆を深めると
ともに、震災復興と伝統文化の継承についてともに考え、
実践し、復興の力につなげていきたいと思います。

出 演 者

6月9日（土）

司 会 解 説陳 天璽 （国立民族学博物館・准教授） 林 勲男 （国立民族学博物館・准教授）

仰山流 笹崎鹿踊保存会 （岩手県大船渡市）
ぎ ょうざ ん り ゅ う さ さ ざ き し し お ど り ほ ぞ ん か い

こ う べ か き ょ う そ う か い ぶ し た い

り ゅ う し だ んこ う べ し り つ ひ ょ う ご し ょ う ぎ ょ う こ う こ う

ち ん  て ん じ はやし　 い さ お

神戸華僑總會 舞獅隊 （兵庫県神戸市）

神戸市立兵庫商業高校 龍獅團 （兵庫県神戸市）

伝統芸能による文化の橋渡しを目的に、神戸在住の華僑が中心となり1979年
に結成。結婚式や催し物、芸能・文化交流会など多数出演。中日間の文化
交流への貢献が評価され、1989年兵庫県より「ともしび賞」を受賞。阪神・淡路
大震災後、神戸市長田区の若松公園から復興イベントを開始し、幼稚園や
保育園、その他施設で獅子舞を披露し、地元の人 を々元気づけた。

笹崎鹿踊保存会は、岩手県大船渡市で先祖代 「々仰山流鹿踊」を継承し、
数ある鹿踊りのなかでもその動きの激しさで知られている。地元では民俗
芸能を通して、青少年の育成にも大きな貢献を果たしてきた。東日本大震災
の大津波で、装束・道具類の一切を流失したが、各方面からの支援をもとに
活動を再開した。

龍舞獅子舞を学ぶクラブ活動として1988年に結成。2001年より、アジアオリン 
ピック評議会主催「アジア室内競技大会」の「夜光龍」部門で日本代表として
出場するほか、神戸南京町や横浜中華街のイベントなどにも出演している。
また阪神・淡路大震災後、仮設住宅に住む人々に正月気分を味わってもら
おうと、正月三が日に４０箇所の仮設住宅を巡回公演し好評を得た。

鹿踊り、獅子舞、龍舞の実演のほか、
パネルトークや体験ワークショップもおこないます。

出 演 者

ぎょうざ んりゅう

さ さ ざ き し し お ど り ほ ぞ ん か い

仰山流 
笹崎鹿踊保存会 ほか 

大船渡の鹿踊りと新長田
の踊りや音楽のグループ
の出演を予定しています。

[場所]
若松公園 鉄人28号広場（屋外）
  神戸市長田区若松町6-3
  JR・市営地下鉄海岸線 
  新長田駅から西へ徒歩約5分（　　　　　　　　　    　）

き ず な

※詳細はみんぱくホームページをご覧ください

Ⓒ光プロ／
　KOBE鉄人
　PROJECT 2012

6月10日（日）
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13：30－13：40 挨拶、趣旨説明、神楽解説
13：40－15：10 雄勝法印神楽の演舞

15：10－16：00 雄勝法印神楽の
 面製作について（対談方式）

往復はがきに ①氏名 ②住所（返信用宛名面にも） ③年齢（任意） ④電話番号 ⑤参加希望人数（本人を
含め4名まで） ⑥「国立民族学博物館友の会」会員番号（会員の方のみ）を明記の上、「11月23日研究
公演」と書いて下記までお申し込みください。応募多数の場合は抽選となります。締切日以降、順次返信い
たします。なお、参加申込された方の個人情報は、当研究公演にのみ使用いたします。

宛　　先 〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10番1号
 国立民族学博物館　広報企画室　企画連携係
申込締切 10月31日［木］  必着

〒565-8511 
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1. 氏名
2. 住所
3. 年齢（任意）
4. 電話番号
5. 参加希望人数
6. 会員番号※
    （会員のみ）

11月23日研究公演 

往信の宛名面 返信の文面 返信の宛名面 往信の文面 お問い合わせ

国立民族学博物館
広報企画室 企画連携係
〒565-8511
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
Tel: 06-6878-8210（土日祝を除く9：00～17：00）
http://www.minpaku.ac.jp/
公式facebook
http://www.facebook.com/MINPAKU.official

交通のご案内

雄勝法印神楽保存会
会長　伊藤博夫

大正元年に十五浜神楽団として十五
浜村と呼ばれた旧雄勝町域の神楽師
たちにより結成。昭和51年より保存
会として活動を始める。宮城県沿岸
地方に広く伝わる浜の法印神楽を代
表するものとして平成８年重要無形民
俗文化財に指定された。

小谷竜介 ［東北歴史博物館］
片山 毅 ［公益財団法人 美術院］

日髙真吾 ［国立民族学博物館］

雄勝法印神楽
雄勝法印神楽は、宮城県石巻市雄勝町に伝わる
神楽で、国の重要無形民俗文化財に指定されてい
ます。法印神楽とは、「法印」と呼ばれる修験者た
ちが在地化して集まり、近隣の神社の祭典で神楽
を奉納するものです。法印神楽のなかで羽黒派の
系統の雄勝法印神楽は、太鼓（宮太鼓）二台と横
笛一本で、囃子を構成しており、勇壮で豪快な舞を
披露します。

※鉛筆のご使用はお控えください。

※「国立民族学博物館　友の会」維持会

員および正会員の方は優遇枠がござ

います。

国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念

公園内にあります。「みんぱく」とは大学共同利用機関法

人　人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

●大阪モノレール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「万博記念公園駅」下車徒歩約15分
研究公演に参加される方は、参加券を自然文化園ゲート窓口
でご提示くだされば同園内を無料で通行できます。
　「公園東口駅」下車徒歩約15分
「公園東口駅」からは自然文化園（有料区域）を通行せずに来
館できます。

　
●バス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

［近鉄バス］ （阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約20分、
 JR茨木駅から約10分「日本庭園前」下車、
 徒歩約15分
　
●タクシー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができ
ます。下車、徒歩約5分
　
●乗用車・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

駐車場が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。  
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。
最寄りの「日本庭園前駐車場」から約5分
※ 「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、 「日本庭園前ゲート」
横にある「国立民族学博物館専用通行口」をお通りください。

演 舞

解 説

司 会

申込方法

プログラム

◆演 目◆ 蛭子 ほか
全3演目を予定

2011年3月の東日本大震災は、東北地方の豊かな文化にも深刻な被害をもたらしました。
国立民族学博物館では、東北地方の有形、無形の文化遺産への支援活動を進めており、
その活動の一端を日本の文化展示場の「東北地方のくらし」のなかで紹介しています。
この展示は、懸命な復興活動が進められている東北地方について、より関心をもっていた
だくことを目的としており、このたび、宮城県の雄勝法印神楽の公演をおこなうこととなり
ました。三陸沿岸の伝統文化を代表する雄勝法印神楽をごらんいただき、再度、東日本
大震災と東北地方へまなざしを向ける機会になればと思います。

雄 勝 法 印 神 楽
おがつほういんかぐら

み ん ぱ く 公 演

往復はがきに ①氏名 ②住所（返信用宛名面にも） ③年齢（任意） ④電話番号 ⑤参
加希望人数（本人を含め2名まで） ⑥「国立民族学博物館友の会」会員番号（会員

の方のみ）を明記の上、「11月1日研究公演」と書いて下記までお申し込みください。
応募多数の場合は抽選となります。締切日以降、順次返信いたします。なお、参加申
込された方の個人情報は、当研究公演にのみ使用いたします。

宛　　先 〒565-8511　吹田市千里万博公園10番1号
 国立民族学博物館　広報企画室　11月1日研究公演係
申込締切 10月14日［火］  必着

吹
田
市
千
里
万
博
公
園
10
番
1
号

国
立
民
族
学
博
物
館

広
報
企
画
室 

11 
月
1 
日
研
究
公
演
係

ご
自
分
の

住
所
・
氏
名

1. 氏名
2. 住所
3. 年齢（任意）
4. 電話番号
5. 参加希望人数
6. 会員番号※
    （会員のみ）

11月1日研究公演 

往信の宛名面 返信の文面

〒565-8511 

※鉛筆のご使用はお控えください。
※「国立民族学博物館 友の会」維持会員および正会員の方は優遇枠がございます。

申込方法

りんけんバンド
沖縄ミュージックシーンを牽引し続ける“りんけんバンド”は国内はもちろんの
こと、言葉や人種の壁も超越し海外でも高い評価を受けています。沖縄のカル
チャー〈言葉と伝統芸能〉を土台にしながら、“なんくる”（＝自然なまま）に、そし
て自由奔放、積極果敢に音楽の世界航海を続けるりんけんバンドは、新たな出会
いを待っています。

司会＝日髙真吾 ［国立民族学博物館 准教授］

解説＝呉屋淳子 ［国立民族学博物館 機関研究員］

出演＝りんけんバンド、豊中市立庄内小学校児童第1部 豊中市立庄内小学校児童・エイサー
第2部 りんけんバンド
第3部 りんけんバンド×庄内小学校児童・エイサー

沖縄の伝統芸能・エイサーは、現在、その躍動感ゆえに国内外の若者を魅了しています。エイサーが広がった背景には、
沖縄の言葉とリズムにこだわった「りんけんバンド」の影響があるといわれています。みんぱくの本館展示「沖縄のくらし」
では、このような現代へ受け継がれる沖縄音楽の姿も紹介しています。本公演では、豊中市立庄内小学校の児童による
エイサー演舞とコラボしたステージをお見せします。

豊中市立庄内小学校
豊中市立庄内小学校は、平成22年に創立130周年を迎えた古い歴
史のある学校です。また、エイサーの演舞など沖縄文化の学習にも
意欲的です。そして、今年は豊中市が沖縄市との兄弟都市提携40
周年を迎え、庄内小学校ではテレビ会議を通して沖縄市立北美小
学校の児童と文化交流を行いました。

［大阪・万博記念公園］
〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10番1号
広報企画室 企画連携係
Tel: 06-6878-8210　Fax: 06-6875-0401
http://www.minpaku.ac.jp/

返信の宛名面 往信の文面
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「躍動する南アジア－春から秋のみんぱくフォーラム2015」関連

新展示公開記念イベント

ネパールの
ネワール仏教舞踊チャルヤー
2015年4月19日（日）13時30分～16時（開場12時30分） 定員：100名
関連ワークショップ「ネワール仏教舞踊チャルヤーへのいざない」
2015年4月18日（土）11時～12時30分（開場10時30分）定員：50名 ※当日は、動きやすい服装でお越しください。

主催：国立民族学博物館　協力：ネパール密教チャルヤー・ヌリテャ日本事務局

※多くの方にご参加いただくため、お申込は、研究公演（19日）もしくは関連ワークショップ（18日）のどちらか一方をお選びください。

研究公演

研究公演

場所：国立民族学博物館 第5セミナー室（本館2階）
参加無料、要事前申込（先着順）【2015年4月16日（木）必着】

出演：プラジョワール・ラトナ・ヴァジュラチャルヤ（Dance Mandal主宰）、岡本有子（和光大学 非常勤講師／ネパール舞踊家）
ダンス マンダラ

ネパールのカトマンドゥ盆地にくらしてきたネワール人。その仏教僧侶
カーストであるヴァジュラチャルヤは、修行のひとつとしてチャルヤー
という舞踊を伝えてきました。動くヨーガともいわれるチャルヤーは、
自己と宇宙を体感し、仏に近づく手段ですが、見る者にはまるで動く仏
像のようです。解説をまじえてチャルヤーの奥義を紹介します。
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プラジョワール・ラトナ・ヴァジュラチャルヤ
Prajwal Ratna Vajracharya
1969年カトマンドゥ生まれ。ネワール
仏教僧侶、チャルヤー舞踊家。米国に
在住し、チャルヤー舞踊集団Dance 
Mandal主宰。欧米やアジア各地に弟
子を持ち、世界各地でチャルヤーの公
演と指導、普及にあたる。

岡本有子
Yuko Okamoto

和光大学非常勤講師、ネパール舞踊
家。1996年、トリブバン大学パドマ・
カンニャ校舞踊・音楽科留学。プラジョ
ワールの父、故ラトナカジ・ヴァジュラ
チャルヤに師事し、チャルヤーを習得。
国内外で公演と指導に従事。

解説：立川武蔵（国立民族学博物館 名誉教授）
1942年名古屋生まれ。名古屋大学およびハーバード大学大学院にて博士
号取得。専門は仏教学、インド学。著書に『女神たちのインド』（せりか
書房）、『はじめてのインド哲学』（講談社）など。

司会：南真木人（国立民族学博物館 准教授）
1961年札幌生まれ。筑波大学にて学術修士。専門は人類学。共編著に
『現代ネパールの政治と社会』（明石書店、2015年）など。

研究公演／ワークショップに参加ご希望の方は、下記1～3を明記の上、
EメールまたはFAXにてお申込ください。
1.参加者名（代表者）、参加人数（1件につき2名まで）、年齢（任意）
2.住所、電話番号、FAX番号（FAXでお申込の場合）
3.参加希望日（4月18日または4月19日）
　※お申込は、どちらか一方をお選びください。

●定員に達し次第、受付終了とさせていただきます。
●参加の可否については、Eメール、またはFAXにてご連絡いたします。
●お申込いただいた方の個人情報は、当研究公演にのみ使用します。

国立民族学博物館　企画課　博物館事業係
Eメール：kkikaku@idc.minpaku.ac.jp　FAX：06－6878－8242

出 

　演

申
込
方
法

関連ワークショップ（4月18日）

ネワール仏教舞踊チャルヤーへのいざない
　挨拶 南真木人

　デモンストレーション P.R.ヴァジュラチャルヤ

　ワークショップ P.R.ヴァジュラチャルヤ、岡本有子

研究公演（4月19日）

ネパールのネワール仏教舞踊チャルヤー
　公演1 P.R.ヴァジュラチャルヤ

　はじめに「ネパールとネワール人」 南真木人
　講演1「ネワール仏教」 立川武蔵

　講演2「仏教舞踊チャルヤー」 岡本有子

　公演2 P.R.ヴァジュラチャルヤ、岡本有子

プ
ロ
グ
ラ
ム

定員：50名

定員：100名

4月16日（木）必着

［宛先］

［申込締切］

[大阪・万博記念公園 ]
〒565-8511  大阪府吹田市千里万博公園 10番 1号
企画課 博物館事業係
Tel:06-6878-8210 （土日祝を除く9：00～17：00）
www.minpaku.ac.jp/

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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モンゴルの韻踏み文化

From Oral Literature to Hip Hop
Rhyme Culture in Mongolia

［会場］
国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）
［定員］

200名〈会場参加〉、300組〈オンライン（ライブ配信）参加〉
［参加費］
無料／会場参加の方は要展示観覧券
［申込］
事前申込制（先着順）
［出演］

D. ソソルバラム（歌手／俳優／演出家）
デサント（ラッパー）、ジェニー（ラッパー）
司会・解説：島村一平（国立民族学博物館 准教授）

主催：国立民族学博物館  協賛：在徳島モンゴル国名誉領事館
※イベント申込み等の詳細についてはホームページをご確認ください。
※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントの内容を変更または
　イベントを中止とする場合がございます。事前にホームページでご確認ください。

2022
11.26Sat.
13:30–15:50（開場13:00）

研究公演

※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行できます。 
※高校生以下の方、「国立民族学博物館友の会」会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、
　みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証をお受け取りください。 
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

モンゴルの韻踏み文化は、遊牧民の口承文芸に始まり、現代詩やヒップホップの歌詞へと受け継がれています。
本公演では、モンゴルの詩の朗読家やラッパーを招聘することで、韻踏み文化の伝統と変容を考察していきます。

歌手・俳優・演出家
モンゴルを代表する俳優／歌手である
と同時に映画監督、朗読家。モンゴル
国立師範大学卒業後、俳優として活動。
1996年国家功労演技者、2010年国
家褒章、2016年日経アジア賞、2022
年旭日双光章受賞。

ラッパー
モンゴル初の女性ラッパー。2005年、
モンゴルヒップホップのオリジネーター
MCITに見出され活動を開始する。
代表作にアルバム『Mongol Suu 
Bilig』、代表曲に「自分自身を解放せ
よ（Ooriigoo chuluul!）」「Born 
in Ulaanbaatar」など。

ラッパー
モンゴルを代表する第三世代ラッパー
の一人。サブハン県の遊牧民出身。10
歳のときウランバートルへ移住、ゲル地
区で育つ。高校卒業後、ラッパーとして
活動。ヒット曲多数。遊牧民の感性を
持ちながらも、ゲル地区の厳しい現実
を歌うラッパーとして知られる。

事前申込制（先着順）での開催となります。
● 会場〈定員200名〉 と
　オンライン（ライブ配信）〈定員300組〉
  いずれかの参加方法をお選びいただけます。
  会場参加は代表者を含め2名までお申込み可能です。
●受付期間
   2022年10月24日（月） 10：00～11月18日（金）17：00

●大阪モノレール 「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
●バス 阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
●乗用車 万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分

交通のご案内

●開館時間 10：00～17：00（入館は16：30まで）　
●休館日 水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）
●観覧料 一般580円／大学生250円／高校生以下 無料

ご来館のみなさまへ 新型コロナウイルス感染症の状況によっては、会期・イベント等を
変更・中止する場合があります。事前にホームページでご確認ください。

日本庭園前

公園東口駅

万博記念公園駅 中国自動車道

エキスポシティ

東口

大阪日本民芸館

日本庭園前駐車場

国立民族学博物館

太陽の塔

中央口

自然文化園

至 西口

日本庭園
N

P

大阪モノレール

〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課 博物館事業係  Tel: 06-6878-8210
Fax: 06-6878-8242  https://www.minpaku.ac.jp/

●13：30 館長挨拶
●13：35 解説：モンゴルの韻踏み文化について／島村一平（国立民族学博物館 准教授）
●13：45 口承文芸の実演（朗読 D.ソソルバラム）、ヒップホップの実演（ジェニー、デサント）
●14：55 休憩（15分）
●15：10 座談会：モンゴルの韻踏み文化の伝統性について

登
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者
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※定員になり次第受付終了
※解説時に手話通訳が必要な方は、11月4日（金）までにお申込みいただき、
　その旨をお知らせください。
〇予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
〇会場参加で事前申込をされた方には、当日11：00から本館2階会場前にて
　入場整理券を配布します。
〇定員に満たない場合のみ当日参加を受付けます。（会場参加のみ）

●イベント予約サイトからのお申込み
  会場参加  オンライン（ライブ配信）参加 ともに受付しています。

●電話でのお申込み
  会場参加 のみ受付しています。（次の必要事項をお知らせください。）
①イベント名  ②参加人数（代表者含め2名まで）  ③氏名（漢字、フリガナ）
④連絡先（固定電話／携帯電話／メールアドレス いずれか）（③、④は代表者のみ）
［申込先］ 企画課博物館事業係イベント予約受付
Tel : 06-6878-8210（10:00～16:00 土日祝除く）

イベント予約サイト
https://entry-reservation-event.minpaku.ac.jp/

D. Sosorbaram
D.ソソルバラム

Gennie
ジェニー

DESANT
デサント
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